
(57)【要約】

【課題】本発明は、骨粗鬆症などにより脆弱になった骨

における髄内釘の骨に対する固定力を強化した骨接合具

を提供することを目的とするものである。

また、髄内釘と骨との固定具であるスクリューの使用を

止めることにより、皮膚および軟部組織への侵襲を少な

くすることを目的とするものである。

【解決手段】本発明による骨接合具は、髄内釘を用いた

骨接合具において、髄内釘を中空状に形成するとともに

該髄内釘の先端部付近に骨補填剤流出用の流出部を形成

したことを特徴とする。

また、本発明の骨接合具は、髄内釘の元部に固定釘挿入

用の挿入口を設け、該挿入口に中空状の、かつ、先端部

に骨補填剤流出用の流出部を形成した固定釘を挿入して

髄内釘に固定したことを特徴とする。

また、本発明の骨接合具は、固定釘は曲線形状をなすと

ともに髄内釘の元部の固定釘挿入口に挿入された状態に

おいて回動自在であることを特徴とする。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
髄 内 釘 を 用 い た 骨 接 合 具 に お い て 、 髄 内 釘 を 中 空 状 に 形 成 す る と と も に 該 髄 内 釘 の 先 端 部
付 近 に 骨 補 填 剤 流 出 用 の 流 出 部 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 骨 接 合 具 。
【 請 求 項 ２ 】
髄 内 釘 の ほ ぼ 中 間 部 に 骨 折 治 癒 促 進 剤 流 出 用 の 流 出 部 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 記 載 の 骨 接 合 具 。
【 請 求 項 ３ 】
髄 内 釘 の 元 部 に 固 定 釘 挿 入 用 の 挿 入 口 を 設 け 、 該 挿 入 口 に 固 定 釘 を 挿 入 し 、 該 固 定 釘 を 固
定 手 段 に よ り 髄 内 釘 に 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 骨 接 合 具 。
【 請 求 項 ４ 】
固 定 釘 は 中 空 状 を な す と と も に 先 端 部 付 近 に 骨 補 填 剤 流 出 用 の 流 出 部 が 形 成 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 骨 接 合 具 。
【 請 求 項 ５ 】
髄 内 釘 及 び 固 定 釘 先 端 部 付 近 の 骨 補 填 剤 流 出 用 の 流 出 部 が 孔 に よ り 形 成 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ４ 記 載 の 骨 接 合 具 。
【 請 求 項 ６ 】
髄 内 釘 及 び 固 定 釘 先 端 部 付 近 の 骨 補 填 剤 流 出 用 の 流 出 部 が 先 端 孔 及 び ス リ ッ ト に よ り 形 成
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ４ 記 載 の 骨 接 合 具 。
【 請 求 項 ７ 】
固 定 釘 は 長 手 方 向 に 曲 線 形 状 を な す と と も に 髄 内 釘 の 元 部 の 固 定 釘 挿 入 口 内 に 回 動 自 在 に
設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 乃 至 請 求 項 ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 骨 接 合 具 。
【 請 求 項 ８ 】
髄 内 釘 又 は 固 定 釘 の 先 端 部 と 骨 と の 間 に 間 隙 を 形 成 す る た め の 押 出 具 を 備 え た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 骨 接 合 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 骨 折 治 療 、 特 に 骨 粗 鬆 症 を 伴 う 骨 の 骨 折 治 療 に 使 用 す る 骨 接 合 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 骨 折 の 一 般 的 な 骨 接 合 法 と し て は 、
（ １ ） 鋼 線 に よ る 骨 接 合 法
（ ２ ） ス ク リ ュ ー に よ る 骨 接 合 法
（ ３ ） 髄 内 釘 に よ る 骨 接 合 法
（ ４ ） ス ク リ ュ ー と プ レ ー ト に よ る 骨 接 合 法
が あ る 。 い ず れ も 、 骨 皮 質 、 あ る い は 海 綿 骨 に ス ク リ ュ ー ま た は 鋼 線 を 刺 入 し て 骨 折 部 を
固 定 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 １ ２ に 、 従 来 の 骨 接 合 の 代 表 的 な 例 を 示 し て い る 。
図 １ ２ （ ａ ） は 、 骨 折 部 ３ ０ の 遠 位 部 よ り 鋼 線 ３ １ を 刺 入 し 、 骨 折 部 ３ ０ の 整 復 位 を 保 つ
も の で あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
図 １ ２ （ ｂ ） は 、 プ レ ー ト ３ ２ と ス ク リ ュ ー ３ ３ に よ り 骨 折 部 ３ ０ の 整 復 位 を 保 っ て い る
（ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。
図 １ ２ （ ｃ ） は 、 髄 内 釘 ３ ４ を 上 腕 骨 近 位 部 よ り 刺 入 し 髄 内 釘 ３ ４ の 近 位 と 遠 位 を ス ク リ
ュ ー ３ ３ で 固 定 す る こ と で 、 骨 折 部 ３ ０ の 整 復 位 を 保 つ よ う に し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文
献 ３ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ ０ － ３ ３ ５ ５ ３ 号 公 報
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【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － １ ６ １ ７ ０ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 平 １ １ － １ ３ ７ ５ ６ ６ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 し た 従 来 の 骨 接 合 法 に お い て は 、 高 齢 の 患 者 に 多 い 骨 粗 鬆 症 を 伴 っ て
い る 骨 の 場 合 、 そ の 固 定 力 が 弱 い こ と 、 ま た 、 時 間 の 経 過 と と も に 骨 と ス ク リ ュ ー と の 間
に 間 隙 が 生 じ 、 固 定 力 が 弱 く な る と い う 　 問 題 が あ っ た 。
ま た 、 髄 内 釘 を 使 用 す る 場 合 、 ス ク リ ュ ー を 刺 入 す る た め に 皮 膚 の 切 開 を 複 数 加 え な け れ
ば な ら な い 等 、 体 へ の 侵 襲 が 大 き く な る と い う 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 技 術 が 有 し て い た 問 題 を 解 決 し よ う と す る も の で あ り 、 骨 粗
鬆 症 な ど に よ り 脆 弱 に な っ た 骨 に お け る 髄 内 釘 の 骨 に 対 す る 固 定 力 を 強 化 し た 骨 接 合 具 を
提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
ま た 、 髄 内 釘 と 骨 と の 固 定 具 で あ る ス ク リ ュ ー の 使 用 を 止 め る こ と に よ り 、 皮 膚 お よ び 軟
部 組 織 へ の 侵 襲 を 少 な く す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め 本 発 明 の 骨 接 合 具 は 、 髄 内 釘 を 用 い た 骨 接 合 具 に お い て 、 髄 内 釘
を 中 空 状 に 形 成 す る と と も に 該 髄 内 釘 の 先 端 部 付 近 に 骨 補 填 剤 流 出 用 の 流 出 部 を 形 成 す る
こ と を 特 徴 と す る 。
ま た 、 本 発 明 の 骨 接 合 具 は 、 髄 内 釘 の ほ ぼ 中 間 部 に 骨 折 治 癒 促 進 剤 流 出 用 の 流 出 部 を 形 成
す る こ と を 特 徴 と す る 。
ま た 、 本 発 明 の 骨 接 合 具 は 、 髄 内 釘 の 元 部 に 固 定 釘 挿 入 用 の 挿 入 口 を 設 け 、 該 挿 入 口 に 固
定 釘 を 挿 入 し 、 該 固 定 釘 を 固 定 手 段 に よ り 髄 内 釘 に 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 。
ま た 、 本 発 明 の 骨 接 合 具 は 、 固 定 釘 が 中 空 状 を な す と と も に 先 端 部 付 近 に 骨 補 填 剤 流 出 用
の 流 出 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
ま た 、 本 発 明 の 骨 接 合 具 は 、 髄 内 釘 及 び 固 定 釘 先 端 部 付 近 の 骨 補 填 剤 流 出 用 の 流 出 部 が 孔
に よ り 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
ま た 、 本 発 明 の 骨 接 合 具 は 、 髄 内 釘 及 び 固 定 釘 先 端 部 付 近 の 骨 補 填 剤 流 出 用 の 流 出 部 が 先
端 孔 及 び ス リ ッ ト に よ り 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
ま た 、 本 発 明 の 骨 接 合 具 は 、 固 定 釘 が 長 手 方 向 に 曲 線 形 状 を な す と と も に 髄 内 釘 の 元 部 の
固 定 釘 挿 入 口 内 に 回 動 自 在 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 。
ま た 、 本 発 明 の 骨 接 合 具 は 、 髄 内 釘 又 は 固 定 釘 の 先 端 部 と 骨 と の 間 に 間 隙 を 形 成 す る た め
の 押 出 具 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
上 記 課 題 解 決 手 段 に よ る 作 用 は 次 の と お り で あ る 。
す な わ ち 、 中 空 状 の 髄 内 釘 を 骨 内 に 挿 入 し 、 髄 内 釘 の 元 部 か ら 液 状 で 補 填 後 硬 化 す る 骨 補
填 剤 を 注 入 す る 。 注 入 さ れ た 骨 補 填 剤 が 髄 内 釘 の 先 端 部 付 近 の 流 出 部 よ り 流 出 し て 硬 化 し
、 海 綿 骨 と 髄 内 釘 と の 固 定 力 を 高 め る も の で あ る 。
ま た 、 髄 内 釘 の ほ ぼ 中 間 部 に 形 成 さ れ た 流 出 部 か ら 、 骨 形 成 促 進 作 用 の あ る Ｂ Ｍ Ｐ 、 Ｆ Ｇ
Ｆ 、 Ｔ Ｇ Ｆ － β な ど の 増 殖 因 子 、 エ ス ト ロ ゲ ン あ る い は 、 亜 鉛 な ど 、 骨 形 成 促 進 、 組 織 修
復 促 進 に 効 果 の あ る 物 質 を 含 む 骨 折 治 癒 促 進 剤 を 流 出 さ せ 、 骨 折 部 に 浸 入 さ せ る こ と に よ
り 骨 折 の 治 癒 の 促 進 を 図 る こ と が で き る 。
さ ら に 、 髄 内 釘 の 元 部 の 挿 入 口 よ り １ つ ま た は 複 数 の 固 定 釘 を 挿 入 し て 髄 内 釘 に 固 定 す る
。 曲 線 状 の 固 定 釘 を 用 い た 場 合 、 該 固 定 釘 を 回 動 す る と 固 定 釘 の 先 端 の 位 置 が 変 化 す る た
め 、 患 者 の 上 腕 骨 骨 頭 な ど の 固 定 釘 を 刺 入 す る 部 位 の 寸 法 ・ 形 状 に 合 わ せ て 固 定 釘 の 位 置
を 調 整 す る こ と が で き る 。 特 に 、 例 え ば 、 固 定 釘 を ２ 本 用 い た 場 合 、 固 定 釘 を 適 宜 回 動 し
て 固 定 釘 先 端 間 の 幅 を 変 化 さ せ る こ と も で き る 。
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ま た 、 固 定 釘 と し て 中 空 状 を な す と と も に 先 端 部 付 近 に 骨 補 填 剤 流 出 用 の 流 出 部 が 形 成 さ
れ て い る も の を 用 い た 場 合 は 、 そ の 固 定 釘 の 元 部 よ り 液 状 で 補 填 後 硬 化 す る 骨 補 填 剤 を 注
入 す る 。 こ の 骨 補 填 剤 が 固 定 釘 の 先 端 部 付 近 よ り 流 出 し て 硬 化 し 、 海 綿 骨 と 固 定 釘 と の 固
定 力 を 高 め る も の で あ る 。
上 記 骨 補 填 剤 が 流 出 す る た め の 間 隙 を 作 る 場 合 は 、 髄 内 釘 ま た は 固 定 釘 の 中 空 内 に 押 出 具
を 挿 入 し て 、 押 出 具 先 端 の 刺 入 部 を 海 綿 骨 に 刺 入 し 、 そ の 後 、 押 出 具 を 抜 き 去 れ ば 髄 内 釘
ま た は 固 定 釘 の 先 端 部 と 骨 と の 間 に 間 隙 が 形 成 さ れ る 。 こ の 間 隙 に 骨 補 填 剤 が 流 出 す る こ
と に よ り 、 よ り 強 固 な 固 定 が 得 ら れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 に よ る 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ き 説 明 す る 。
〔 実 施 の 形 態 １ 〕
図 １ 乃 至 図 ９ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ を 示 し た も の で あ る 。
図 １ は 、 骨 接 合 具 の 正 面 や や 上 方 か ら 見 た 断 面 図 で あ る 。
骨 接 合 具 の 主 た る 構 成 部 材 で あ る 髄 内 釘 １ は 、 断 面 が ほ ぼ 円 形 あ る い は 方 形 で 中 空 状 で あ
り 、 所 定 の 長 さ を 有 し 、 遠 位 部 で あ る 先 端 部 付 近 に は 先 端 孔 ４ の 他 に 多 数 の 側 孔 ３ が 穿 設
さ れ て い る 。 側 孔 ３ は 、 例 え ば 髄 内 釘 １ の 中 空 の 直 径 が 約 ５ ～ １ ２ ｍ ｍ で あ る 場 合 、 直 径
約 １ ～ ３ ｍ ｍ 位 の も の で あ り 、 髄 内 釘 １ の 先 端 部 ３ ～ ６ ｃ ｍ の 長 さ に わ た っ て 、 軸 方 向 お
よ び 周 方 向 に 等 間 隔 に ６ ～ １ ２ 個 程 度 設 け ら れ る 。 髄 内 釘 １ 内 に は 、 後 述 す る よ う に 骨 補
填 剤 が 注 入 さ れ 、 側 孔 ３ お よ び 先 端 孔 ４ か ら 流 出 す る よ う に な っ て い る 。
な お 、 本 明 細 書 に お い て は 、 側 孔 ３ お よ び 先 端 孔 ４ を 総 称 し て 「 孔 」 と 呼 ぶ こ と が あ る 。
ま た 、 髄 内 釘 １ の 先 端 部 付 近 に 設 け る 側 孔 ３ を ス リ ッ ト 状 に し て も 良 い 。
ま た 、 図 １ に お い て 、 髄 内 釘 １ は 長 手 方 向 に 弧 状 を し て お り 、 骨 折 部 位 に 応 じ て 直 線 形 状
の も の も 使 用 さ れ る 。
２ は 、 断 面 が ほ ぼ 円 形 あ る い は 方 形 で 中 空 状 で あ り 、 長 手 方 向 に 曲 線 形 状 あ る い は 直 線 状
の 先 端 が 尖 っ た 形 状 の 固 定 釘 で あ り 、 髄 内 釘 １ と 同 様 、 遠 位 部 で あ る 先 端 部 付 近 に は 先 端
孔 ４ ’ の 他 に 多 数 の 孔 ３ ’ が 穿 設 さ れ 、 こ れ ら の 孔 ３ ’ 、 ４ ’ か ら 骨 補 填 剤 を 流 出 で き る
よ う に な っ て い る 。 図 １ に お い て は 、 固 定 釘 ２ は ２ 本 使 用 さ れ て い る が 、 必 要 に 応 じ て 単
数 あ る い は ３ 本 以 上 で も 良 い 。 さ ら に 、 長 手 方 向 に 弧 状 の 曲 線 形 状 を し て い る が 、 そ の 他
の 曲 線 形 状 で も 良 い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 ２ は 、 図 １ の 上 面 図 で あ り 、 髄 内 釘 １ 内 に そ の 元 部 か ら ２ 本 の 固 定 釘 ２ が 挿 入 さ れ 、 髄
内 釘 １ の 近 位 部 で あ る 元 部 付 近 の 釘 挿 入 口 １ ６ 、 １ ６ か ら 髄 内 釘 １ 外 に 突 出 し た 状 態 で 固
定 ネ ジ ５ 、 ５ に よ り 髄 内 釘 １ に 固 定 さ れ て い る 。 固 定 釘 ２ は 、 釘 挿 入 口 １ ６ に 挿 入 さ れ た
状 態 で は 回 動 自 在 で あ り 、 曲 線 形 状 の 固 定 釘 の ２ の 場 合 、 回 動 す る こ と に よ り 先 端 部 の 位
置 が 変 化 す る た め 、 患 者 の 上 腕 骨 骨 頭 な ど の 固 定 釘 を 刺 入 す る 部 位 の 寸 法 ・ 形 状 に 合 わ せ
て 固 定 釘 の 位 置 を 調 整 す る こ と が で き る 。 固 定 ネ ジ ５ 、 ５ は 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う
に 、 髄 内 釘 １ 内 に 嵌 合 さ れ て 固 定 さ れ て い る 固 定 ネ ジ 装 着 具 ６ の ネ ジ 穴 内 に 螺 入 し て 固 定
釘 ２ 、 ２ を 上 方 か ら 押 し 込 ん で 固 定 釘 ２ 、 ２ を 髄 内 釘 １ に 固 定 す る よ う に な っ て い る 。 固
定 ネ ジ 装 着 具 ６ は 、 髄 内 釘 １ と 別 体 あ る い は 一 体 に 形 成 さ れ る 。
固 定 釘 ２ は 、 髄 内 釘 １ を 安 定 し て 骨 に 固 定 す る た め に 用 い ら れ る も の で あ り 、 髄 内 釘 １ の
軸 線 方 向 と は あ る 一 定 角 度 を も っ て 髄 内 釘 １ と 交 叉 す る よ う に し て 髄 内 釘 １ に 固 定 さ れ る
も の で あ る 。 な お 、 骨 折 部 位 に よ っ て は 、 固 定 釘 ２ を 用 い る こ と な く 、 髄 内 釘 １ を 単 独 で
使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ３ は 、 髄 内 釘 １ 内 に 骨 補 填 剤 を 注 入 す る 要 領 を 示 し た も の で あ る 。 髄 内 釘 １ の 近 位 部 で
あ る 元 部 よ り 骨 補 填 剤 注 入 器 ８ を 接 合 し 、 注 入 器 ８ の ノ ズ ル ９ を 髄 内 釘 １ の 中 空 部 内 に 挿
入 し 、 液 状 で 補 填 後 硬 化 す る 骨 補 填 剤 ７ を 注 入 す る 。 　 骨 補 填 剤 ７ と し て は 、 例 え ば 、 α
型 リ ン 酸 三 カ ル シ ウ ム 、 リ ン 酸 四 カ ル シ ウ ム 、 リ ン 酸 水 素 カ ル シ ウ ム 、 水 酸 ア パ タ イ ト を
主 成 分 と す る 一 般 名 リ ン 酸 カ ル シ ウ ム 骨 ペ ー ス ト （ 商 品 名 ： 和 名 バ イ オ ペ ッ ク ス 、 洋 名 Ｂ
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Ｉ Ｏ Ｐ Ｅ Ｘ ） が 用 い ら れ る 。 リ ン 酸 カ ル シ ウ ム 骨 ペ ー ス ト の 性 質 は 、 優 れ た 生 体 適 合 性 、
骨 伝 導 性 、 骨 修 復 性 を 示 し 、 初 め は 液 状 で あ る が 約 ５ ～ １ ０ 分 で 硬 化 す る 。 そ し て 、 体 内
で 徐 々 に ハ イ ド ロ キ シ ア パ タ イ ト に 構 造 を 変 え る も の で あ る 。 な お 、 骨 補 填 剤 ７ と し て は
、 上 記 の も の に 限 ら ず 、 同 様 の 機 能 を も つ も の で あ れ ば 、 他 の も の で も 良 い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ４ は 、 上 腕 骨 １ ０ の 近 位 部 骨 折 に 髄 内 釘 １ を 使 用 し た 場 合 の 例 で あ り 、 髄 内 釘 １ を 上 腕
骨 １ ０ に 挿 入 後 、 髄 内 釘 １ 内 に 骨 補 填 剤 ７ を 注 入 す る と 、 骨 補 填 剤 ７ は 髄 内 釘 １ の 先 端 部
近 傍 の 側 孔 ３ 、 ３ ・ ・ お よ び 先 端 部 孔 ４ か ら 流 出 し 硬 化 す る 。 こ の た め 、 髄 内 釘 １ の 先 端
部 と 海 綿 骨 と が 骨 補 填 剤 ７ に よ り 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ５ は 、 上 腕 骨 １ ０ 近 位 部 骨 折 に 図 １ に 示 し た 骨 接 合 具 を 使 用 し た 場 合 を 示 し た も の で あ
る 。 ま ず 、 髄 内 釘 １ を 上 腕 骨 １ ０ の 骨 折 線 １ １ を 跨 い で 挿 入 後 、 髄 内 釘 １ の 元 部 よ り 液 状
の 骨 補 填 剤 ７ を 注 入 す る 。 注 入 さ れ た 骨 補 填 剤 ７ は 、 髄 内 釘 １ の 遠 位 部 で あ る 先 端 部 の 側
孔 ３ と 先 端 部 ４ よ り 流 出 し て 時 間 の 経 過 と と も に 硬 化 し 、 海 綿 骨 と 髄 内 釘 １ の 先 端 部 と を
固 定 す る 。 次 に 、 ２ 本 の 固 定 釘 ２ 、 ２ を 髄 内 釘 １ の 釘 挿 入 孔 １ ６ 、 １ ６ か ら 挿 入 し 、 固 定
釘 ２ 固 定 用 の 固 定 ネ ジ ５ 、 ５ を 使 用 し て 固 定 釘 ２ 、 ２ を 髄 内 釘 １ に 固 定 す る 。 次 に 、 固 定
釘 ２ 、 ２ の 元 部 よ り 液 状 の 骨 補 填 剤 ７ を 注 入 す る 。 注 入 さ れ た 骨 補 填 剤 ７ は 、 固 定 釘 ２ 、
２ の 遠 位 部 で あ る 先 端 部 の 側 孔 ３ ’ と 先 端 孔 ４ ’ よ り 流 出 し て 時 間 の 経 過 と 共 に 硬 化 し 、
海 綿 骨 と 固 定 釘 ２ の 先 端 部 と を 固 定 す る 。 こ の た め 、 骨 接 合 具 は 、 骨 折 線 １ １ を 挟 ん だ 両
側 で 固 定 さ れ る こ と に な り 、 骨 折 部 の 整 復 位 を 安 定 し て 保 持 す る こ と が で き る 。 髄 内 釘 １
と 固 定 釘 ２ と の 固 定 は 、 固 定 ネ ジ ５ を 用 い ず に 、 例 え ば 骨 補 填 剤 の 硬 化 を 利 用 し て 固 定 す
る こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ６ は 、 図 １ に 示 し た 骨 接 合 具 を 橈 骨 遠 位 部 骨 折 に 使 用 し た 場 合 を 示 し た も の で あ る 。 骨
折 線 １ １ の 近 位 と 遠 位 を 固 定 し 、 骨 折 部 の 整 復 位 を 確 実 に 保 持 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ７ は 、 髄 内 釘 １ お よ び 固 定 釘 ２ の 先 端 部 の 側 孔 ３ 、 ３ ’ 近 傍 に お い て 、 髄 内 釘 １ お よ び
固 定 釘 ２ と 骨 と の 間 に 間 隙 を 設 け る た め の 付 属 具 を 示 し た も の で あ る 。
１ ２ は 、 髄 内 釘 １ 内 に 挿 入 可 能 な 内 筒 で あ り 、 該 内 筒 １ ２ 内 に は 図 ７ （ ａ ） に 示 す よ う に
押 出 具 １ ３ が 挿 入 さ れ て い る 。 押 出 具 １ ３ は 図 ７ （ ｂ ） に 示 す よ う に 可 撓 軸 １ ４ と そ の 先
端 に 設 け ら れ た ２ 股 状 あ る い は ３ 股 状 な ど 、 複 数 股 状 の 形 状 し た 弾 性 変 形 自 在 な 海 綿 骨 刺
入 部 １ ５ か ら な っ て い る 。
押 出 具 １ ３ が 挿 入 さ れ た 内 筒 １ ２ を 、 髄 内 釘 １ 内 に 所 定 距 離 挿 入 後 、 押 出 具 １ ３ を そ の 先
端 の 海 綿 骨 刺 入 部 １ ５ が 内 筒 １ ２ か ら 突 出 す る ま で 押 し 出 す と 、 海 綿 骨 刺 入 部 １ ５ は 開 脚
し 、 そ の 位 置 に て 整 合 し た 髄 内 釘 １ の 孔 ３ 、 ３ か ら 髄 内 釘 １ 外 に 突 出 し 、 海 綿 骨 に 刺 入 す
る よ う に な っ て い る 。 そ の 際 、 必 要 に 応 じ て 押 出 具 １ ３ を 更 に 押 し 込 み 、 海 綿 骨 刺 入 部 １
５ を 海 綿 骨 に 深 く 刺 入 さ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ８ は 、 押 出 具 １ ３ の 刺 入 部 １ ５ が 髄 内 釘 １ の 側 孔 ３ 、 ３ か ら 突 出 し た 状 態 を 示 し て い る
。 海 綿 骨 刺 入 部 １ ５ が 髄 内 釘 か ら 突 出 す る と 、 海 綿 骨 刺 入 部 １ ５ は 海 綿 骨 に 刺 入 す る 。 続
い て 、 押 出 具 １ ３ と と も に 内 筒 １ ２ を 髄 内 釘 １ か ら 抜 き 去 る と 、 髄 内 釘 １ の 孔 ３ 付 近 に 髄
内 釘 １ と 骨 と の 間 隙 が 形 成 さ れ る 。 こ の 後 、 髄 内 釘 １ 内 に 骨 補 填 剤 ７ を 注 入 す る と 、 髄 内
釘 １ の 側 孔 ３ か ら 骨 補 填 剤 ７ が 前 記 の 間 隙 に 流 出 す る こ と に な る 。 こ の た め 、 髄 内 釘 １ 周
囲 に お け る 骨 補 填 剤 ７ の 流 出 量 お よ び 流 出 面 積 が 増 加 し 、 よ り 強 固 な 固 定 力 が 得 ら れ る 。
な お 、 固 定 釘 ２ に 対 し て も 髄 内 釘 １ の 場 合 と 同 様 、 骨 と の 間 に 間 隙 を 設 け る た め の 付 属 具
で あ る 押 出 具 を 用 い て 間 隙 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ９ は 、 押 出 具 １ ３ を 用 い て 図 １ に 示 す 骨 接 合 具 と 骨 と の 間 に 間 隙 を 形 成 し た 後 、 骨 補 填
剤 を 注 入 し た も の を 示 し た も の で あ る 。 髄 内 釘 １ お よ び 固 定 釘 ２ の 先 端 部 に 形 成 さ れ た 間
隙 に 骨 補 填 剤 ７ が 充 満 し 、 骨 補 填 剤 ７ の 流 出 量 お よ び 流 出 面 積 の 増 加 に よ り 強 固 な 固 定 が
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得 ら れ て い る の が 分 か る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
〔 実 施 の 形 態 ２ 〕
図 １ ０ 及 び 図 １ １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ を 示 し た も の で 、 図 １ ０ は 骨 接 合 具 の 正 面 や
や 上 方 か ら 見 た 断 面 図 、 図 １ １ は 、 図 １ ０ の 上 面 図 あ る 。
髄 内 釘 ２ ０ は 、 実 施 の 形 態 １ の 髄 内 釘 １ と 同 様 、 断 面 が ほ ぼ 円 形 あ る い は 方 形 で 中 空 状 で
あ り 、 所 定 の 長 さ を 有 し 、 遠 位 部 で あ る 先 端 部 付 近 に は 先 端 孔 ２ ３ の 他 に 軸 方 向 に 複 数 の
ス リ ッ ト ２ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 ス リ ッ ト ２ ２ は 、 髄 内 釘 ２ ０ の 中 空 の 直 径 及 び 長 さ に 応
じ て 適 宜 の 幅 及 び 長 さ に 形 成 さ れ る も の で あ り 、 周 方 向 に 等 間 隔 に 複 数 個 設 け ら れ る 。 髄
内 釘 ２ ０ 内 に 、 骨 補 填 剤 が 注 入 さ れ る と 、 先 端 孔 ２ ３ 及 び ス リ ッ ト ２ ２ か ら 流 出 す る よ う
に な っ て い る 。
髄 内 釘 ２ ０ の 近 位 部 で あ る 元 部 付 近 に は 、 髄 内 釘 ２ ０ の 軸 線 方 向 と ほ ぼ 直 交 す る 方 向 に 釘
挿 入 口 ２ ５ が 設 け ら れ 、 断 面 が ほ ぼ 円 形 あ る い は 方 形 で 中 実 又 は 中 空 状 で あ り 、 長 手 方 向
に 弧 状 の 先 端 が 尖 っ た 固 定 釘 ２ １ 、 ２ １ が 固 定 釘 挿 入 口 ２ ５ 内 に 挿 入 さ れ 、 髄 内 釘 ２ ０ の
元 部 に 穿 設 さ れ た ネ ジ 部 ２ ７ に 螺 入 す る 固 定 ネ ジ ２ ４ で 固 定 さ れ る 。 な お 、 図 １ ０ 及 び 図
１ １ に 示 す 固 定 釘 ２ １ は 、 中 空 状 の も の で あ り 、 遠 位 部 で あ る 先 端 部 付 近 に は 先 端 孔 ２ ３
’ の 他 に 軸 方 向 に 複 数 の ス リ ッ ト ２ ２ ’ が 形 成 さ れ 、 固 定 釘 ２ １ 内 に 骨 補 填 剤 が 注 入 さ れ
る と 先 端 孔 ２ ３ ’ 及 び ス リ ッ ト ２ ２ ’ か ら 骨 補 填 剤 が 流 出 す る よ う に な っ て い る 。 固 定 釘
２ １ が 中 実 の 場 合 は 、 固 定 釘 ２ １ 内 に 骨 補 填 剤 が 注 入 さ れ る こ と は な く 、 も ち ろ ん 、 先 端
孔 ２ ３ ’ 及 び ス リ ッ ト ２ ２ ’ も 形 成 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
髄 内 釘 ２ ０ に 設 け ら れ る 固 定 釘 挿 入 口 ２ ５ は 、 固 定 釘 ２ １ の 外 径 よ り 若 干 大 き く 形 成 さ れ
て お り 、 固 定 釘 ２ １ は 固 定 釘 挿 入 口 ２ ５ 内 で 回 動 自 在 な 状 態 で 挿 入 さ れ る 。 そ の 際 、 固 定
釘 ２ １ が 長 手 方 向 に 弧 状 を し て い る た め 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 例 え ば ２ つ の 固 定 釘 ２ １
を 使 用 し た 場 合 、 固 定 釘 ２ １ 、 ２ １ を 回 動 さ せ る こ と に よ り 固 定 釘 ２ １ 、 ２ １ 先 端 の 間 隔
Ｂ を 調 整 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 患 者 の 上 腕 骨 を 例 に と っ て も 、 そ の 形 状 ・ 寸 法 は 千
差 万 別 で あ る か ら 、 実 際 の 治 療 に 当 た っ て は 、 患 者 の 骨 折 部 位 の 骨 の 形 状 ・ 寸 法 に 合 わ せ
る よ う に 固 定 釘 ２ １ 、 ２ １ を 回 動 し て そ の 位 置 を 調 整 す る 。
な お 、 固 定 釘 ２ １ の 長 手 方 向 の 形 状 は 、 全 体 的 に 弧 状 を し た も の に 限 ら ず 、 例 え ば 、 元 部
付 近 は ほ ぼ 直 線 状 を な し 、 先 端 に 行 く に し た が っ て 曲 率 が 増 加 す る よ う な 形 状 で も 良 く 、
要 は 、 回 動 す る こ と に よ っ て 、 固 定 釘 ２ １ 自 体 の 位 置 あ る い は 固 定 釘 ２ １ 、 ２ １ 先 端 の 間
隔 Ｂ を 調 整 す る こ と が で き る よ う な 曲 線 形 状 で あ れ ば 良 い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 髄 内 釘 ２ ０ の 軸 方 向 中 間 部 の 骨 折 線 １ １ に 位 置 す る 部 分 に は 、 骨 折 治 癒 促 進 剤 を 流
出 す る た め の ス リ ッ ト ２ ６ が 円 周 方 向 に 等 間 隔 に 複 数 設 け ら れ て い る 。
こ の ス リ ッ ト ２ ６ か ら 流 出 し た 骨 折 治 癒 促 進 剤 が 骨 折 部 位 に 浸 入 し て 骨 折 の 治 癒 を 促 進 す
る 。
骨 折 治 癒 促 進 剤 の 注 入 方 法 と し て は 、 髄 内 釘 ２ ０ 内 に 骨 補 填 剤 を 注 入 後 、 骨 折 治 癒 促 進 剤
を 収 容 し た 注 入 器 を 髄 内 釘 ２ ０ 内 に 挿 入 さ せ 、 骨 折 治 癒 促 進 剤 に 圧 力 あ る い は 遠 心 力 を 作
用 さ せ て 円 周 方 向 に 複 数 設 け ら れ た ス リ ッ ト ２ ６ 目 が け て 噴 射 す る 等 、 種 々 の 方 法 が あ る
。
こ の よ う に 骨 補 填 剤 及 び 骨 折 治 癒 促 進 剤 を 併 せ 使 用 す る こ と に よ り 、 骨 接 合 具 が 骨 折 線 １
１ を 挟 ん だ 両 側 で 固 定 さ れ 、 骨 折 部 の 整 復 位 を 安 定 し て 保 持 す る こ と が で き る ば か り で な
く 、 骨 折 部 位 に 骨 折 治 癒 促 進 剤 が 浸 入 し て 骨 折 の 治 癒 を 促 進 す る と い う 、 優 れ た 効 果 を 奏
す る こ と が で き る 。
ま た 、 固 定 釘 ２ １ に 対 す る 骨 補 填 剤 の 注 入 に つ い て は 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 に 行 わ れ る も
の で あ り 、 髄 内 釘 お よ び 固 定 釘 の 先 端 部 の ス リ ッ ト 近 傍 に お い て 、 髄 内 釘 お よ び 固 定 釘 と
骨 と の 間 に 間 隙 を 設 け る た め に 付 属 具 を 用 い る こ と も 実 施 の 形 態 １ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
説 明 の 都 合 上 、 本 実 施 の 形 態 に つ い て 、 上 記 の よ う に 実 施 の 形 態 １ 及 び 実 施 の 形 態 ２ と し
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て 分 け て 記 載 し て い る が 、 両 実 施 の 形 態 を 適 宜 組 み 合 わ せ て 実 施 す る も の も 本 実 施 の 形 態
に 含 ま れ る こ と は い う ま で も な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 、 次 の 効 果 を 奏 す る 。
（ １ ） 骨 補 填 剤 が 髄 内 釘 の 先 端 部 付 近 の 流 出 部 よ り 流 出 し て 硬 化 す る こ と に よ り 、 骨 粗 鬆
症 な ど に よ り 脆 弱 に な っ た 骨 に お け る 髄 内 釘 の 骨 に 対 す る 固 定 力 を 強 化 で き る 。 ま た 、 骨
接 合 後 の 長 期 間 に わ た っ て 、 髄 内 釘 の 骨 に 対 す る 固 定 力 を 保 持 で き る 。
（ ２ ） 髄 内 釘 の 元 部 に １ つ ま た は 複 数 の 固 定 釘 を 挿 入 し て 髄 内 釘 に 固 定 す る こ と に よ り 、
骨 折 線 を 挟 ん だ 両 側 で 髄 内 釘 が 強 固 に 固 定 さ れ る こ と に な り 骨 折 部 の 整 復 位 を 安 定 し て 保
持 す る こ と が で き る 。 ま た 、 固 定 釘 と し て 中 空 状 の も の を 用 い た 場 合 、 該 固 定 釘 に 骨 補 填
剤 を 注 入 す る こ と に よ り 骨 補 填 剤 に よ り 固 定 釘 の 先 端 部 付 近 が よ り 強 固 に 固 定 さ れ る 。
（ ３ ） 曲 線 形 状 の 固 定 釘 を 用 い た 場 合 、 該 固 定 釘 を 回 動 す る と 固 定 釘 の 先 端 の 位 置 が 変 化
す る た め 、 患 者 の 上 腕 骨 骨 頭 な ど の 固 定 釘 を 刺 入 す る 部 位 の 寸 法 ・ 形 状 に 合 わ せ て 固 定 釘
の 位 置 を 調 整 す る こ と が で き る 。 特 に 、 例 え ば 、 固 定 釘 を ２ 本 用 い た 場 合 、 固 定 釘 を 適 宜
回 動 し て 固 定 釘 先 端 間 の 幅 を 変 化 さ せ る こ と も で き る 。
（ ４ ） 髄 内 釘 と 骨 と の 固 定 具 で あ る ス ク リ ュ ー の 使 用 を 止 め る こ と に よ り 、 皮 膚 お よ び 軟
部 組 織 へ の 侵 襲 を 少 な く す る が で き る 。
（ ５ ） 骨 折 部 位 に 位 置 す る 髄 内 釘 の ほ ぼ 中 間 部 に 骨 折 治 癒 促 進 剤 の 流 出 部 を 形 成 し て 骨 折
部 に 骨 折 治 癒 促 進 剤 を 供 給 可 能 と す る こ と に よ り 、 骨 折 部 の 整 復 位 を 安 定 し て 保 持 す る と
と も に 、 骨 折 の 治 癒 を 促 進 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に 係 る 骨 接 合 具 の 正 面 や や 上 方 か ら 見 た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 髄 内 釘 内 に 骨 補 填 剤 を 注 入 す る 要 領 を 示 し た 正 面 図 で あ る
【 図 ４ 】 上 腕 骨 の 近 位 部 骨 折 に 髄 内 釘 を 使 用 し た 場 合 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 上 腕 骨 近 位 部 骨 折 に 図 １ に 示 し た 骨 接 合 具 を 使 用 し た 場 合 を 示 し た 正 面 図 で あ る
。
【 図 ６ 】 図 １ に 示 し た 骨 接 合 具 を 橈 骨 遠 位 部 骨 折 に 使 用 し た 場 合 を 示 し た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 髄 内 釘 お よ び 釘 の 先 端 部 の 孔 近 傍 に お い て 、 髄 内 釘 お よ び 釘 の 先 端 部 と 骨 と の 間
に 間 隙 を 設 け る た め の 内 筒 お よ び 押 出 具 を 示 し た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 押 出 具 の 刺 入 部 が 髄 内 釘 の 孔 か ら 突 出 し た 状 態 を 示 し た 正 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 押 出 具 を 用 い て 図 １ に 示 す 骨 接 合 具 と 骨 と の 間 に 間 隙 を 形 成 し た 後 、 骨 補 填 剤 を
注 入 し た 状 態 を 示 し た 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 骨 接 合 具 の 正 面 や や 上 方 か ら 見 た 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ の 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 従 来 の 骨 接 合 の 代 表 的 な 例 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 髄 内 釘
２ 　 固 定 釘
３ 、 ３ ’ 　 側 孔
４ 　 先 端 孔
５ 　 固 定 ネ ジ
６ 　 固 定 ネ ジ 装 着 具
７ 　 骨 補 填 剤
８ 　 骨 補 填 剤 注 入 器
９ 　 ノ ズ ル
１ ０ 　 上 腕 骨
１ １ 　 骨 折 線
１ ２ 　 内 筒
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１ ３ 　 押 出 具
１ ４ 　 可 撓 軸
１ ５ 　 海 綿 骨 刺 入 部
１ ６ 　 釘 挿 入 口
２ ０ 　 髄 内 釘
２ １ 　 固 定 釘
２ ２ 、 ２ ２ ’ 　 ス リ ッ ト
２ ３ 　 　 先 端 孔
２ ４ 　 　 固 定 ネ ジ
２ ５ 　 　 固 定 釘 挿 入 口
２ ６ 　 　 骨 改 良 剤 流 出 用 ス リ ッ ト
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 7月 23日 (2003.7.23)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
髄 内 釘 を 用 い た 骨 接 合 具 に お い て 、 中 空 状 に 形 成 さ れ た 髄 内 釘 の 先 端 部 付 近 に 骨 補 填 剤 流
出 用 の 流 出 部 を 形 成 す る と と も に 髄 内 釘 の 元 部 に 固 定 釘 挿 入 用 の 挿 入 口 を 設 け 、 該 挿 入 口
に 長 手 方 向 に 曲 線 形 状 を な す と と も に 髄 内 釘 の 元 部 の 固 定 釘 挿 入 口 内 に 回 動 自 在 な 固 定 釘
を 挿 入 し 、 該 固 定 釘 を 固 定 手 段 に よ り 髄 内 釘 に 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 骨 接 合 具 。
【 請 求 項 ２ 】
固 定 釘 は 中 空 状 を な す と と も に 先 端 部 付 近 に 骨 補 填 剤 流 出 用 の 流 出 部 が 形 成 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 骨 接 合 具 。
【 請 求 項 ３ 】
髄 内 釘 及 び 固 定 釘 先 端 部 付 近 の 流 出 部 が 先 端 孔 及 び 複 数 の ス リ ッ ト に よ り 形 成 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 骨 接 合 具 。
【 請 求 項 ４ 】
髄 内 釘 の ほ ぼ 中 間 部 の 骨 折 線 に 位 置 す る 部 分 に 骨 折 治 癒 促 進 剤 流 出 用 の 流 出 部 を 形 成 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 骨 接 合 具 。
【 請 求 項 ５ 】
髄 内 釘 又 は 固 定 釘 の 先 端 部 と 骨 と の 間 に 間 隙 を 形 成 す る た め の 押 出 具 を 備 え た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 骨 接 合 具 。
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